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非母語話者との「やさしい日本語」での交流 
―学生課外活動参加者の体験談― 
かわいい日本語サロン、Amigas、SISA 学生 
西村美保： 引き続きまして、日ごろの課外活動として日本語で外国人との交流
に関わっている学生の皆様の体験談を聞いてみたいと思います。じゃあ、5
人の学生に出てきてもらいましたので、簡単にどんな活動をしているのか、
何学科の何年生なのかとお名前といった風に自己紹介をしていただきたい
と思います。 
金井莉紗： SISA 代表のスペイン語スペイン文学科 2 年の金井莉紗です。よろ
しくお願いします。SISA というのはさっき、交換留学生。1 学期なり、2 学
期なりの交換留学生との交流をメインとしている団体です。  
高木真実： 私は Amigas で活動しています、日本語日本文学科の 2 年の高木真
実と申します。よろしくお願いします。  
守谷未来： 同じく Amigas の担当をさせていただきます、英語英文学科 2 年の
守屋未来と申します。よろしくお願いいたします。  
西村美保： すみません、Amigas と申しますのはこちらも国際交流センターと
の連携の活動なんですけれども、２週間とか１週間、２週間とかそれから１
日とかいう場合もあるんですけれども、外国人の研修生を本学に受け入れる
ことがあって。そういった人たちのサポートなどをしてくれている学生さん
の団体です。 
和田愛香： 私はかわいい日本語サロンで活動しています、英語英文学科 3 年の
和田愛香です。よろしくお願いします。  
田上英真： わたしもかわいい日本語サロンで活動しております、スペイン語ス
ペイン文学科の 2 年の田上英真です。よろしくお願いします。  
西村美保： はい、かわいい日本語サロンというのは品川区に住んでいる外国人
の女性を本学にお招きして日本語でおしゃべりして、日本語をちょっと勉強
してもらおうという活動をしている団体です。はい、じゃあ、ちょっとここ
から、写真で活動の様子を紹介したいと思います。まず SISA 金井さん、ち
ょっと写真のご説明をしていただけますか？これはスカイツリーに行った
んですか？ 
金井莉紗： そうですね、今年の 5 月 5 日にスカイツリーに台湾の中国の留学生
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の子達とスカイツリーに行った時の写真になります。  
西村美保： じゃあこちらは？服装は同じだったんですが、同じ日ですか？どち
らに行ったんですか？ 
金井莉紗： これはスカイツリーの中のソラマチで、このキャラクターがいたの
でみんなで写真を撮りました。 
西村美保： 楽しそうでいいですね。今、本学で勉強している交換留学生たちで
す。こちらも同じ日ですか？ 
金井莉紗： そうですね、これもソラマチの外のオープンテラスのところで撮っ
た写真です。 
西村美保： これは、こいのぼりが、かかっているんでしょうかね、七夕かと思
いましたが、こいのぼりですよね、じゃあこの写真は？これはなにかおいし
そうなピザを食べていますけれども。なんですか？  
金井莉紗： これは、つい最近やったハロウィンパーティーのときの写真です。  
西村美保： ハロウィンパーティーのなんですね。私の誕生日なんですけど。ピ
ザで皆で楽しく、あの親睦の会をもったというわけですね。はい、これもつ
い最近ですね。私も見ましたけれども。  
金井莉紗： そうですね。これを学園祭、清泉の中の学園祭でホットドリンクを
売った時の写真です。 
金井莉紗： 一番右が莉紗さんですけれども、あと三人は交換留学生です。  
金井莉紗： 一番左が男の子のキム君といって、韓国から来た留学生です。  
金井莉紗： 今学期来たばかりの学生ですね。真ん中の２人は先学期からいる台
湾の学生ですね。 
西村美保： はい、ありがとうございます。じゃあ、Amigas のお写真をちょっ
と紹介したいと思います。はい。まずこれは、フィリピンの方たちのですか
ね。 
守谷未来： はい、そうです。5 月の半ばに、SPSPS セントポール専門学院とい
う学校から毎年来てくださっている方です。  
西村美保： この書道体験をされているのはその方たちですか？  
守谷未来： はい、毎年文化体験として Amigas の学生たちがフィリピンの学生
たちに何を体験してもらいたいかということで、毎年書道とかこちらにある
ダンスとかをやっています。 
西村美保： じゃあ、こちらも書道なんですけれどもメンバーが違うようですね。  
高木真実： はい、これは 6 月に行いました、フランス人交流会で書道をしまし
た。このフランス人の方々は、品川区のボランティア団体からの依頼で一日
のみ、清泉の大学に来て交流をしました。  
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西村美保： はい、こちらは同じ方々ではないですね？  
高木真実： はい、メンバーは違いますが、同じ品川区のボランティア団体から
の依頼で、一日のみ清泉に来て交流しました。こちらは、イタリア人交流会
になりました。このときは、巻きずしを企画して、巻き方を教えながらみん
なで作って交流をしました。 
西村美保： 学生の皆さん、特技があっていろいろ、書道が得意な人、茶道がで
きる人、いろいろ紹介してくれるのでとても素晴らしい活動だと思いますね。
こちらも生け花ですね。 
高木真実： はい。こちらは今年の 7 月に行いました、フランス人交流会で、生
け花を行いました。Amigas に所属していた卒業生の方が生け花の紹介をし
てくださって、そのあと皆で体験をするという形で。日本人にとっても勉強
になりました。また、今月末、11 月 30 日にもイタリア人交流会が行われま
す。そこでは、切り絵をメインに行う予定です。 
西村美保： はい、こちらは International Week と書いてあるんですけれども。 
守谷未来： はい、こちらは、短期留学生ではなくて、SISA の皆さんと交流さ
れている長期交換留学生の方と一緒にやっている企画になっています。こち
らは、留学生の方たちの国をもっと清泉の皆さんに知ってもらおうという目
的で行っております。こちらの広告は去年のものになっていますが、今年も
11 月の後半に行いますので、ぜひいらしてください。  
西村美保： 今日はそのチラシを持ってきてくれていますので、後程ご覧くださ
い。こんな感じでプレゼンテーションを行ったり、お菓子を食べたりとか、
座談会をしたりという感じで行うんですよね。はい、ありがとうございます。
じゃあ、次はかわいい日本語サロンなんですけれども、これは大勢写ってい
ますね。こんな感じで行っているんですか？  
和田愛香： はい、この写真は集合写真で、これは去年のものです。毎回サロン
の最後に皆で集合写真を撮っています。  
西村美保： そうですね。このときは、真ん中あたりにお子さん連れで参加され
た方がいらっしゃいますね。はい。えーと、この手元にございます、この小
さな冊子が売りなんですよね。サロンではね？ 
和田愛香： はい、そうです。これは暮らしの手帳と言って、私たちが毎回サロ
ンの当日に向けて、優しい日本語で書かれた手帳を作成しています。今日は
見本の手帳を持ってきたので、もしよかったら後で見てください。 
西村美保： あの、手書きが中心でイラストをたくさん入れたりですとか、色も
豊富に使ってですね 
観客： 是非回してください。 
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(冊子を回覧する。) 
西村美保： 毎回テーマを設定して、それに沿った資料を作ってくれています。
はい、これは、何をしているところですか？  
田上英真： これは毎回サロンの時に、最後に発表をしてもらっているんですけ
ど、これはこの時発表をしてもらっている写真です。  
西村美保： 発表ですね。何かメモを作って一生懸命。  
田上英真： そうですね。学生と話している中で、学んだこととか自分の勉強し
た語彙とかを使って、発表してもらいました。 
西村美保： じゃあこちらも発表しているようなんですけれども、手元にこの方
今持っていらっしゃるのは、実は「かもめ～る」みたいなんですけれども、
この時は何をしたんでしょうか？ 
田上英真： この時は皆さん丁度暑中見舞いの時期だったので、自分だったり、
家族宛てに暑中見舞いを書いてもらって、その内容を丁度発表してもらって
いる写真です。 
西村美保： 手紙を書くような活動もしたということですね。  
田上英真： そうですね。 
西村美保： じゃあこちらは、何をしているところですか？留学生の方も写って
ますけれども。 
田上英真： この時は丁度七月、七夕の時期でパーティーだったんですけど、笹
もあったので、笹も用意して、笹に飾る飾りを折り紙で折っている写真です
ね。 
西村美保： こんな感じにね。 
田上英真： そうですね。最後に、自分で作った笹の飾りをどんなものか紹介し
てもらって、その後みんなで笹につけました。 
西村美保： あの、それぞれ季節感が出るような感じの活動をしてくれていると
いうことですね。はい。ありがとうございます。じゃああの、それぞれが、
交換留学生、それから短期研修生、そして地域住民ということで、非母語話
者と日本語で交流をしてくださっているんですけれども、それぞれ皆さんが、
あの、まぁ今ここに出てもらっている５人の学生さんは皆日本語教員課程を
取ってくれている子達なんですけれども、まぁ日々日本語で交流するに当た
って、たとえば、どんなことを意識して外国人に対して日本語を使っている
かとか、それから、普段私たちが母語話者同士で話している日本語とどう違
うだろうかとか、外国人に対して日本語を使うに当たって難しいと思った点
や失敗談などがあれば、聞きたいなぁと思っていますので、あのお一人ずつ
順番にお願いできますか。 
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金井莉紗： SISA の活動は先ほどの説明があったとおり、長期の日本滞在者、
あの交換留学生との交流を主にやっているので、かなりに、あの、留学生の
皆さんは高いレベルの日本語運用能力を持っているんですね。発音だったり
文法だったりとかは日本人とあまり大差なく出来ているので、会話の中でふ
としたときに、スラングだったりとか、日本人にしかわからない言葉を使っ
てしまって困惑させてしまうことが多々あるので、そういった時にちょっと
日本語を話すのは難しいなぁと思います。たとえば、四月の時に「花見に行
こう」という会話をした時に、「いいね、何の花を見るの」と言われたんで
すよ。日本人だったら「花見に行こう」って言ったら、桜というふうにわか
ると思うんですけど、海外の人だとやっぱりそういうのって、認識は難しい
んだなと思って、日本人だから当たり前に分かることでも、ちゃんと説明を
つけなきゃいけないんだなと思って。何を分かって何を分かってないのかっ
ていうのを意識しながら話すようにしています、以上です。 
高木真実： Amigas では、先ほど先生のご紹介をいただいたように、短期の留
学生、一週間や二週間滞在する方や一日で交流する学生と活動を行っていま
して、その中で私が意識して、日本語を使う時に意識していることは、話す
時はなるべくゆっくり話すようにしています。なぜかというと、やはり日本
語に慣れ親しんでいない学生の方々はまず聞き取ることが困難だと思いま
す。長い文章を一気に言ってしまうと、どこで単語が区切れているのかも聞
き取れていなくて、何を言っているのかが分からないという状況になると思
うので、発音をまずはっきりしゃべって、ゆっくりしゃべることプラス、単
語単語の間を切るように心がけています。普段話す日本語とどう違うかって
いうのは、やっぱり、普段友達と話す時は「あ、これやばいよね。」ってい
うので、それがすごいことだというのが伝わるんですけど、でも外国人は、
それが何なのかが分からないじゃないですか。なので、その時はやっぱりナ
チュラルな、基本的な単語、だから、「この花きれいだよね。」とか、「この
ごはんおいしいね。」とか、やばいねとかそういうのを使わないように気を
付けています。また、難しい点とか失敗談は、フランス人交流会で、先ほど
見せた書道なんですけど、書道が終わった後にしりとりをやったんです。で、
ちょっとそこの、その時に参加していたメンバーは、まだ日本語が初心者の
方で、あまり日本語が聞き取れない方が多かったんですけれど、その時にや
っぱりこちらとしては工夫して、日本語に加えて英語を入れたら伝わるんじ
ゃないかなって思っていたんです。しりとりって言った後にそれがワードゲ
ームだよって、日本のワードゲームですっていう風に英語で説明したんです
けど、でもやっぱり英語母語話者じゃなかったので、その言葉を聞いても分
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かったっていう反応が無くて、じゃあそれに適する言葉ってなんだろうって
いうので悩みました。 
西村美保： 特にしりとりっていうと、日本語は音節が一文字で、その一文字を
受けての次の言葉になるわけですからね。だから、そういうつなぎ方、切り
方っていうのがほかの言語と違うっていう点でも難しいかもしれませんね。 
高木真実： それは、例を見せて伝えました。以上です。  
西村美保： ありがとうございます。じゃ、守谷さん。  
守谷未来： はい、こちらから失礼します。私が、日本語を使う時に意識してい
ることは、一文を短くすることです。私は普段話しているときに、接続語を
使ってすごい長く話してしまうんですけど、短期留学生の方々はそんなに日
本語理解できないので、なるべく一文を短くして、あと漢語をあまり使わな
いように、全部ひらがなに変換できるっていうか、そういう優しい単語に言
い換えてしゃべるようにしています。普段話す日本語とどう違うか、日本人
同士での会話では、そんなにイントネーションとかあまり意識しないですが、
短期留学生の方や、さっきのインターナショナルウィークで関わる長期留学
生の方たちに対しては、イントネーションをはっきりするように、例えば、
「こういうことですか。」とか、クエスチョンマークではちゃんと上げると
か、そういうことに気を付けています。短期留学生は、毎年、日本語のレベ
ルがまちまちで、去年のフィリピンの方たちはすごく日本語が理解できてし
ゃべれる方もたくさんいたんですけど、今年のフィリピンからの学生は、そ
んなにしゃべれる方がいなくて、ほとんど英語でのコミュニケーションにな
りました。なので、英語から日本語の変換だったりとか、その英語の単語に
マッチングする日本語の単語はどれだろうとか、この単語だと分かりにくい
からどの単語を使ったらちゃんと理解してくれるかなっていうのを、ずっと
考えながらやっていました。SISA の方もいてくれたんですけど、どこまで
のレベルで、どこら辺まで理解してるかが分かってないので、例えば、自己
紹介をやったりとか、「こんにちは。」とか言っても、次の質問文、例えば、
「なになにが好きですか。」とか、聞いても習った範囲外だったりするので、
そこら辺のコミュニケーションがとりづらいなっていうのが、短期留学生の
交流ではありました。以上です。 
和田愛香： はい。かわいい日本語サロンは、品川区に住む女性に易しい日本語
で毎回テーマを決めて、それについてお話しています。意識していることは、
私たち学生が話したいことを学習者の方に話すのではなくて、学習者の方が
話したいことを引き出すような会話をするということに気を付けています。
普段話す日本語と違うところは、長い文にならないこと、ゆっくり話す、日
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本人の友達と話すように話すのではなくて、きれいな日本語で話しています。
失敗談は、先ほど紹介した暮らしの手帳なんですけど、私たちにとって簡単
な漢字なんですけど、ルビをふっても学習者の方に理解してもらえなかった
りするので、簡単な漢字もなるべくひらがなで書くようにしようと思ってい
ます。以上です。 
田上英真： はい。どんなことを意識しているかというと、私はできるだけ接続
詞は使わないで簡単で一番下のレベルの人でも理解ができるような日本語
を話すように心がけています。普段話す日本語とどう違うかというと、まず
意識が違うなというふうに思っています。学習者の人と話す時はやっぱり、
聞かせる日本語っていうところを意識して、普段日本人と話す時は、ただ自
分が言いたいことを話しているので、そこは誰かに聞いてもらっているって
いう意識が、日本人と話す時よりもより強くなっているのかなという風に思
っています。難しい点は、多分結構一番下のレベルの人から、かなり高いレ
ベルの人まで来るのでそれぞれが満足して、日本語のいい練習になったなっ
て思ってもらえるような話をしていくっていうのが、かなり難しいなと思い
ます。テーマは簡単だけど、どんどんその人のレベルに合った話、会話をし
ていくのが日々難しいなというふうに感じています。  
西村美保： ありがとうございます。今ここで一通り、学生の活動にかかわって
いる人たち、代表の声を聞いてみたんですけども、ほかにもここ参加してく
れている学生さんが何人か来てくれていて、何か補足したいことあります
か？ 
浦詩穂里： すみません、私は今、日本語日本文学学科 4 年の浦と申します。私
は、今年はなかなか参加できなかったんですけど、かわいい日本語サロンの
ほうに参加させていただいていました。先ほど、難しい日本語というところ
でたぶん先生がおっしゃっていたランキングとか出していただいたと思う
んですけど、その時に、敬語、適切な丁寧さという話があったかと思うんで
すけど、その丁寧に、皆さんが優しく丁寧に接したいと思う気持ちがはしっ
てしまって、頑張って丁寧に話そうと思っても、その丁寧さが逆に伝わりづ
らいことがあるんですね。例えばその、「これは自分で書いたんですか？」
っていうふうに「書いたんですか？」っていうのは、やっぱり優しく話しか
けるように心がけているような日本語だと思うんですけど、「書いたんです
か、んですか」っていう言葉は、多分伝わりづらいんで、「それは自分で書
きましたか？」とか、です・ます口調で話さないと、やっぱり伝わりづらい
ってのはあるので、その丁寧に話すことはとても大切だとは思うんですけれ
ども、それが果たしてそれが学習者の方に伝わるかどうかはやっぱり、考え
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なければいけないことだし、私たちが意識していくべきことなのかなってい
うのは思います。私からは以上です。 
西村美保： じゃ、また他にも参加してくれている学生が何人かおりますので、
ぜひ休み時間などに声をかけていただければと思います。以上、交換留学生
を対象に交流をしている SISA の金井莉紗さん、それから短期研修生と交流
を中心にしている Amigas から高木真実さんと守谷未来さん、そしてかわい
い日本語サロン、地域住民との交流ですけれども、和田愛香さんと田上英真
さんにご登壇いただきました。皆様、ありがとうございました。  
 
